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三
月
一
三
日
（
金
）
の
夜
十
時
か
ら
の
一
時
間
半
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
Ｔ
Ｖ
の
生
放
送

討
論
番
組
「
日
本
の
、
こ
れ
か
ら
─
─
日
米
同
盟
」
に
反
安
保
実
か
ら
一
市
民
と
し

て
私
が
討
論
に
参
加
し
た
。
簡
単
に
経
過
と
番
組
の
概
要
を
報
告
す
る
。

　

一
月
二
一
日
に
反
安
保
実
宛
て
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。
反
安
保
実
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
と
い
う
。
返
事
を
私
が
担
当
し
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
会
い
た
い
と
の
電
話
、
二
月
一
二
日
に
会
っ
て
三
〇
分
間
録
音

付
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
日
本
が
米
国
の
属
国
だ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
タ
ブ
ー
か
も
知
れ
な
い
が
天
皇
裕
仁
が
沖
縄
を
米
国
に
差
し
出
し
た
、

昨
日
も
紀
元
節
反
対
の
デ
モ
に
行
っ
て
来
た
、
日
本
は
ず
っ
と
ア
メ
リ
カ
の
属
国
で

は
な
い
か
、
普
天
間
は
戦
時
占
領
地
な
の
だ
か
ら
閉
鎖
返
還
し
て
も
ら
う
べ
き
、
な

ど
丁
寧
に
考
え
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
話
し
た
。
そ
の
後
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら

周
辺
の
人
さ
ら
に
沖
縄
の
人
の
紹
介
を
依
頼
さ
れ
対
応
し
た
。
そ
し
て
、
番
組
開
始

の
一
週
間
ほ
ど
前
に
出
演
を
依
頼
さ
れ
た
。

　

放
送
日
前
々
日
に
ゲ
ス
ト
の
名
前
が
知
ら
さ
れ
る
。
放
送
の
二
時
間
前
に
ス
タ
ジ

オ
控
室
に
入
り
、
番
組
の
進
行
案
内
を
聞
く
。
市
民
二
〇
人
と
は
控
室
で
初
対
面
、

沖
縄
か
ら
も
数
人
が
参
加
。
軽
食
を
ほ
う
ば
り
な
が
ら
ぼ
そ
ぼ
そ
雑
談
し
て
気
持
ち

を
ほ
ぐ
す
。
受
け
た
注
意
は
、
ス
タ
ジ
オ
内
に
は
資
料
も
電
話
も
情
報
機
器
も
携
帯

禁
止
、
一
回
の
発
言
に
つ
き
一
つ
の
意
見
、
時
間
は
三
〇
秒
程
度
、
発
言
は
最
初
に

結
論
を
言
う
、
な
ど
。
市
民
参
加
者
五
人
に
一
人
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
付
い
て
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
て
、
こ
の
四
人
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
沢
山
の
人
に
会
っ
て
番
組
準
備
を

し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

　

一
五
分
前
に
ス
タ
ジ
オ
に
入
る
。
出
演
者
以
外
に
沢
山
の
カ
メ
ラ
と
と
も
に
二

〇
人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
ゲ
ス
ト
六
人
が
中
央
に
位
置
し
て
市
民
二
〇
人
が

外
に
包
囲
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
実
際
に
は
ゲ
ス
ト
も
市
民
も
い
っ
し
ょ

に
輪
に
な
る
。
三
宅
民
夫
、
住
吉
美
紀
の
両
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
挨
拶
し
、
マ
イ
ク
テ

ス
ト
を
兼
ね
て
自
己
紹
介
。
ゲ
ス
ト
の
発
言
中
に
し
ゃ
べ
っ
て
も
い
い
か
と
尋
ね
る

と
、
三
宅
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
と
言
う
。
五
分
前
に
な
っ
て
緊
張
し
て

き
て
、
喫
煙
を
要
求
す
る
人
が
お
り
私
も
ト
イ
レ
を
お
願
い
し
た
が
、「
大
丈
夫
で
す

よ
」と
拒
絶
さ
れ
る
。
ゲ
ス
ト
は
、孫
先
亮（
元
防
衛
大
）、植
木
千
可
子（
早
稲
田
大
）、

姜
尚
中
（
東
大
）、
桜
井
よ
し
こ
、
マ
イ
ケ
ル
・
グ
リ
ー
ン
（
米
戦
略
国
際
問
題
研
究

所
）、
田
中
均
（
元
外
務
省
）。
三
宅
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
進
行
で
ビ
デ
オ
上
映
と
質
問
と

を
は
さ
ん
で
議
論
し
視
聴
者
も
参
加
す
る
。
心
配
し
た
と
お
り
、
番
組
自
体
が
日
米

同
盟
を
当
然
視
す
る
企
画
・
進
行
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
タ
イ
ト
ル
が
「
日
米
同
盟
」、

日
米
安
保
反
対
あ
る
い
は
沖
縄
の
声
を
代
表
す
る
ゲ
ス
ト
不
在
、三
宅
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
「
日
米
同
盟
は
日
本
の
礎
」
な
る
導
入
発
言
、
一
九
六
〇
年
に
安
保
制
定
と
の
字

幕
ビ
デ
オ
、
同
盟
を
積
極
的
に
深
化
す
る
か
慎
重
に
深
化
す
る
か
を
問
う
質
問
、
な

ど
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
小
林
ア
ツ
シ
さ
ん
（「
ど
う
す
る
ア
ン

ポ
」
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
と
連
携
し
て
、
安
保
反
対
を
番
組
で
強
く
訴
え
た
。
日
米
安

保
ゆ
え
の
侵
略
戦
争
加
担
、
伊
達
判
決
へ
の
米
国
圧
力
、
日
本
は
米
国
の
属
国
、
世

界
で
戦
争
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
、私
は
死
刑
廃
止
論
者
だ
け
れ
ど
も
ブ
ッ

シ
ュ
を
八
つ
裂
き
に
し
た
い
ぐ
ら
い
だ
、
な
ど
の
発
言
を
し
た
。

　

番
組
終
了
後
す
ぐ
に
感
想
を
メ
ー
ル
で
問
わ
れ
た
の
で
、
不
規
則
発
言
を
言
い
訳

し
な
が
ら
、
上
記
番
組
企
画
の
偏
り
を
強
く
批
判
し
て
お
い
た
。
一
週
間
後
に
は
記

念
撮
影
写
真
と
番
組
収
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
送
ら
れ
て
き
た
。
反
安
保
実
に
メ
ー
ル
し
て
き

て
最
後
に
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
送
ら
れ
て
く
る
ま
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
大
変
親
切
で
紳
士
的
で

あ
っ
た
。
一
方
、
私
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
知
人
紹
介
で
も
放
送
中
も
、
率
直
に
意

見
を
述
べ
な
が
ら
も
丁
寧
な
対
応
を
し
た
。
あ
の
時
こ
う
言
え
ば
良
か
っ
た
と
か
、

も
っ
と
穏
や
か
に
話
し
て
一
般
の
人
に
も
説
得
力
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
と
か
反
省
も

あ
る
。
が
、
今
後
も
、
影
響
力
大
な
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
率
直
に
丁
寧

に
対
応
し
て
、
活
用
し
て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
た
。（

き
む
ら
・
ま
さ
お
／
反
安
保
実
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
日
本
の
、
こ
れ
か
ら
」
出
演
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
雅
夫




